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【ベテラン教員研修 笠間市立笠間小学校 校内研修報告書】 

１ 校内研修の概要 

目 標  本校のグランドデザインの組織目標である「自分で決め実行できる学校づくり」を実現するために、「自己指導

能力」についての基本的な考え方や児童の「自己指導能力」を育成するためにどうしたらよいか研修する。そし

て、実際の指導に生かせるようにする。 

期 日 令和５年 12月 18日(月)15:30-16:20 参加者 

（人数） 

全職員（36名） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

15：30 

 

 

15：35 

 

 

 

15：40 

 

 

 

 

 

15：45 

 

 

 

15：50 

 

 

 

 

 

 

 

16：10 

 

 

16:15 

 １ 「自己指導能力」について知る。 

 (1) 自己指導能力について 

 (2) 自己指導能力の育成が大切な理由 

２ 「自己存在感」について知る。 

(1) 「自己存在感」とは 

(2) 「自己存在感」を与えるために大切なこと 

３ 「共感的な人間関係」について知る。 

(1) 「共感的な人間関係」とは 

(2) 「共感的な人間関係」を育成するために大切

なこと 

  ・言葉かけについて、グループで話し合う。 

４ 「自己決定」について知る。 

(1) 「自己決定」とは 

(2) 「自己決定」の場を与える際の注意点や大切

なこと 

(3)「自己決定」についてのケーススタディ 

   ① 児童と担任のやりとりから気付いたこ   

とを書く。 

  ② 児童が自己決定できるようにどのように関

わるとよいか考える。 

 ③ グループで話し合う。 

 （4）児童が「自己決定」できるために大切なこと

をについて知る。 

 

 

６ 研修を振り返る。 

 (1) 明日から実践したいことを考え、グループで

伝え合う。 

 (2) 感想 

・パワーポイントで資料を提

示する。 

 

・「自己存在感」ついて理解

を図る。 

・具体的な教師の働きかけに

ついて確認する。 

・「共感的な人間関係」につ

いて理解を図る。 

・児童の「あー疲れた。」と

いう言葉に対する教師の具体

的な言葉かけを考えることで

理解を深める。 

・「自己決定」について理解

を図る。 

・実際の場面をロールプレイ

で代表の先生に演じてもらう

ことで、生徒の気持ちをより

実感できるようにする。 

・グループ協議したことを全

体に発表してもらい、考えを

広げる。 

・「自己決定」について、教

師の働きかけとして大切なこ

とをさらに確認する。 

・実際の指導に生かせるよ

う、明日から実践することを

１つ以上決めるようにする。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○「自己指導能力」について、「自己存在感」「共感的な人間関係」「自己決定」について、詳しく説明し
たことで、先生方の理解を深めることができた。また、「自己決定」については、ケーススタディを通し、
具体的な場面について考えることで、教師のどのような働きかけが大切か実践的に考えることができた。 
○グループで話し合う機会を多く設けたことで、自分だけでは気付かない考えや視点に気付くことができ
た。 
○研修した内容を実践につなげることができた。 
●自己指導能力の育成については、継続的な取組が大切である。学校全体として共通理解を図り、日頃の実
践につながるよう意識化していけるようにする必要がある。 
●今回の研修をさらに多くの学級での実践につなげていく。 
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資料１【研修の様子】 

 

 

 

 

 

 

 
  ロールプレイの様子      グループ協議の様子      振り返りの様子 

資料２【研修内容に関連した本校職員の実践例】※取組継続中 
○第３学年での実践「本気でチャレンジ！やってみよう！」 
・取組の概要 
児童が、学習面・生活面・家庭生活面の３つについて目標を立てるとともに、その目標達成に向けてどのよう

に取り組んで行くのか具体的に書く。そして、定期的に自分の取組を自己評価する機会を設ける。また、途中で
めあてを修正したり、取組方法を改善したりしながら、よりよい取組になるようにしていく。さらに、教師も応
援の声掛けやコメントの記入を行なうことで、児童の意欲が持続できるように支援していく。このような取組を
通して、児童の自己指導能力の育成を目指す。 
・成果 
自分で決めた目標ということで、達成しようという意欲が見られた。また、自己評価の点数がだんだん向上し

てきており、意識して取り組んでいることが分かる。さらに、よりよくなるよう修正を行なう児童も多く見られ
た。児童が自己決定してそれを実行する機会を与えるだけでなく、教師がきちんと応援することで、児童自らが
工夫して様々なことに取り組むようになった。このような機会を多く設定していくことが、児童の自己指導能力
の育成につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートの一部抜粋 

資料３【先生方の感想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自己存在感を与えるために」「共感的な人間関係を育成するために」「自己決定ができるようになるた
めに」どの内容もよく分かった。私は、特におとなしい子や自分からあまり話さない子への関わりを工夫し
ていきたいと思う。自分の言葉がけがどうなのか、振り返って考えたい。 
・児童が自己決定を行える機会が今まで自分自身の指導を通して少なかったと感じた。提示するのではな
く、いくつかの中から選んで自分で決めたことをやるという授業スタイルを取り入れていきたい。また、
「自己存在感」を与えるために、その子のよいところを積極的に見つけ、具体的に褒めることを大切にして
いきたい。 
・大人が焦らないことが大事だと思った。つい「この子は○○だから。」「１年生だから。」と自分の枠に
子供をはめて考えて、自分の伝えたいことややってほしいことをやらせてしまうが、一旦その枠を外して、
やらせてみることも大事だと思う。案外、自分が思っている以上に力を発揮するのが子供なので。 
・「自己決定」ができるようになるためには、大人の応援が大切ということで、その中でも「大人が焦らな
い」ことを意識しなければいけないと感じた。自分に余裕がなくなっていると、子供の思いを十分に汲み取
れなかったり、話に耳を傾けることができなかったりしてしまう。子供の思いを受けて、提案し、自己決定
させるようにしていきたい。 
・これまで「自己決定」の場を子供に与えてきたと思っていたが、児童が「ＮＯ」と素直に言える雰囲気ま
で含めて自己決定であるという話があり、児童が安心して、自らの意思を外に出すことができるような学級
経営を意識していきたいと思った。 
・一日の生活の中で、子供たちには、小さな自己決定の場がいくつもあると思う。個別指導するときに、子
供の思いを尊重して自己決定できるようにしていくのはもちろんだが、学級全体の指導の際も、みんなの意
見を聞きながら、「自分達で決めた。」と児童が思えるようにしていきたい。 
・自分の話をする前に、「どうしたの？」「どうしたいの？」と声をかけたり、選択肢を提示したりして、
児童に寄り添った自己決定を手伝っていきたい。明日から指導に取り入れます。 
・ケーススタディを通して、理解を深めることができた。保健室でも児童が「自己決定」ができるように、
「どうしたの？」「あなたはどうしたいの？」「先生にできることはある？」などの言葉がけを大切にし、
選択肢も入れて対応していきたい。 
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【ベテラン教員研修 常陸大宮市立山方小学校 校内研修報告書】 

栄養教諭 

１ 校内研修の概要 

目 標 
給食の時間に計画的・継続的な指導を行うことにより、児童が望ましい食習慣と食に関する実践力を身に付ける

ことができることを教職員が再認識できるようにする。 

期 日 令和５年７月２４日（月） 参加者 

（人数） 
全教職員 １１人 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

９：３０ 

 

９：３２ 

 

 

９：４２ 

 

 

 

 

 

９：４７ 

 

 

 

９：５５ 

 

 

１０：００ 

 

 

 

１０：０５ 

２ 

 

１０ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

１．本研修の趣旨説明 

 

２．食に関するクイズ（１０問） 

 Kahoot!を使用 

 

３．食事と運動について 

 ・食べること＝生きること 

 ・バランスの良い食事とは 

 ・学校給食は本当にバランスが良いのか 

 ・学校給食の実情 

 

４．食事調査の結果から（学級全体・個別調査結果から） 

   学級全体の傾向・・・学級差 

   個人の傾向・・・偏った食事は栄養摂取が偏る 

 

５．歩数調査の結果から 

   運動と食事の関係について 

  

６．給食指導と学級経営 

配食のルールの考え方 

1人分の考え方 平等とは？ 

 

７．ふりかえり（アンケート） 

パソコン（各１台） 

 学校給食についての目的や役割な

どの基礎知識をクイズ形式で行うこ

とで、再認識させる。 

 

電子黒板（モニター） 

パソコン 

 学校給食は、主菜、副菜、牛乳・

乳製品、（果物）が揃っている、バ

ランスの良い食事であることをグラ

フで分かりやすく提示する。 

写真記録法を用いた食事調査の結

果を提示することで、児童の喫食状

況を視覚的に確認することができ

る。 

 

学校生活での１日の活動量を歩数

で表した結果と体力テストの結果と

の関係性を提示したものを提示す

る。 

 

栄養教諭が長年給食指導をしてき

た経験や体験談を踏まえ、学級担任

と共に適切な給食指導の在り方を考

える。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇導入に Kahoot!を用いたことにより、クイズをスピーディかつ楽しく実施することができた。また、ICT 活

用という面から教職員自身に Kahoot!の効果や使い方を体験したことで、その後の授業での活用につなげるこ

とができた。 

〇研修後のアンケートから、今回の研修を通して、「自分の給食指導を見直すきっかけになった」「給食指導

と学級経営には関連性があることが分かった」など、前向きな意見・感想が多かった。 

●短時間での研修だったので、事例研修や職員同士の話合いをする時間を設定できなかった。次回は一方的

な話ではなく、話合いや事例を挙げた具体的な研修を取り入れたい。 

●研修後のアンケートで「給食指導で工夫していること、困っていること」についての記述を求めたとこ

ろ、たくさん提案・意見が挙がった。次年度は校内の給食指導体制を整備したいので、今回の意見、提案を

教職員全員で共有し、職員の経験差に応じて助言をしたり、受けたりできるようにする給食指導の在り方を

研修できるようにしたい。 

●今後も給食主任として学級担任との連携・調整を行いながら充実した校内研修を企画・実践していきた

い。 
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【ベテラン教員研修 北茨城市立中郷第一小学校 校内研修報告書】 
１ 校内研修の概要 

目 標 教職員個々の発信力を身に付けることで、学校内の組織力（協働意欲）を高める。 

期 日 令和５年１１月２７日（月） 参加者（人数） 教 員（２３人） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間（分） 研 修 内 容 準備物・留意点など 
１５：００ 

 

１５：０２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５：２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５：５５ 

 

１６：００ 

２ 

 

２３ 

 

 

（10） 

（13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

（20） 

 

（10） 

 

 

 

 

５ 

 

イントロダクション 

・本研修の目的や研修後（ゴール）の姿を示し、意欲を高める。 

研修①「理論編」 

「カリキュラム・マネジメント」を知ろう 

（研修講師：中央研修に参加した教員） 

○カリキュラム・マネジメントとは何？（講話） 

○カリキュラム・マネジメントを診断的評価するワークシートの活

用（ＳＷＯＴ分析／解決策アクションプランシート） 

 

 

 

 

 

 

 

研修②「実践編」 

 

「教育課程に全職員の考えを可能な限り反映させよう」 

～まずは【学校行事の精選】を検討してみよう～ 

（研修講師：本人） 

○各班、現在の学校行事について話合い、Jamboardに入力 

①行事の存続について（黄色付箋） 

②①の考えに至った意見（青色付箋） 

③②を行うために、必要となる人的・物的資源（桃色付箋） 

○他の班のJamboard見る時間 

 ＊必要に応じて、席を離れて他の班に質問にいく 

エンディング 

・研修を経て考えたこと、学んだことをFormsに入力 

解 散 

 

・画面共有用ＴＶ 

 

・研修①用研修資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修②用研修資料 

 

・個人ＰＣ 

・Jamboard各班のシート 

 

 

 

 

 

 

 

・個人ＰＣ 

・アンケート用Forms 

 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○研修の振り返りより 

「学校全体を考える機会となった」「当たり前を“見直す”視点で考えることができた」「働き方改革で進め

るのではなく、子供のために本当に必要なことを話し合えた」「指導法研修とは違った雰囲気の中で、学校運

営について話し合う機会は大事だと感じた」など、研修内容に前向きな感想が記されていた。これらのこと

から、全職員で学校組織マネジメントを意識できる時間を設けることで、教職員が一丸となれることがわか

った。 

●研修に対する意欲が高かったため、時間が短いという感想もあった。研修時間を生み出すことが一番の課

題である。負担感がないよう、数回に分けて研修を計画したり、研修前に事前入力するアイテムを活用した

りするなどの改善が必要だと考える。 
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【ベテラン教員研修 神栖市立横瀬小学校 校内研修報告書】 
１ 校内研修の概要 

目 標 ロールプレイを観察し、教員として児童とどう関わり、指導し、関係づくりをしながら児童同士のトラブルの対

応の仕方について考えることができる。ブロックで対応を話し合うことで、若手教職員が自身の引き出しを増やす

ことができる機会とする。 

期 日 令和６年１月２５日（木） 
参加者 全職員（２５人） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

事前 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６:１０ 

 

 

 

１６：１３ 

 

 

 

１６：１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６：２５ 

 

 

 

 

３分 

 

 

 

 

 

 

 

 

３分 

 

 

 

２分 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

研修を実施するにあたり、研修内容について先生方にアン

ケートを実施する。（選択式２問） 

 

 

※アンケート結果より、研修内容を決定。 

本研修のテーマと流れを説明する。 

 

 

 

ロールプレイを実施、観察する。 

 

 

 

ロールプレイを観察し、気になった教員の対応について話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応のポイントについて、資料をタブレットで配付し、確

認する。 

・タブレットでアンケートを作成

し、送信し回答をお願いする。 

 

 

 

・タブレットでアンケート結果を

提示。また、本研修のテーマと

ロールプレイの場面設定を提

示。 

 

・学年スタッフに協力してもら

い、役割演技を実施。 

・観察のポイントを配付したの

で、それを確認して観察しても

らう。 

・ロールプレイを観察後、教師の

対応について、話し合う。 

・どのように対応するのがよかっ

たのかに焦点を当て、話し合っ

てもらう。できるだけたくさん

出してほしい旨を伝える。 

 

 

 

 

 

 

・言葉の選び方が大事になるこ

と、丁寧であたたかい対応で、

児童との人間関係づくりに繋げ

ていくこと、児童自身に気付き

を促すように対応することなど

を押さえる。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○  短時間実施にすることで、職員に負担感をもたせることなく、楽な気持ちで話し合えるように雰囲気づく

りや場づくりをすることができた。 

○  アンケートを実施して研修内容を決定することで、職員も自分事として参加できた。 

●  研修後のアンケートにも出ていたが、１学期にこのような短時間研修を複数回できると、若手教職員には

よいのではないかと感じた。 

 

 

 

 

 

児童のトラブル発生！どのように対応するのがよい？

児童の気づきを促すスキルとは？ 
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＜研修後、先生方からのふり返り＞ 

 

・子供の目線に立って、子供が納得して解決できるように支援していくことが大事だと分かった。 

・子供の気持ちだけを受け入れるのはなかなか難しいが、今の時代では必要なスキルだと思った。 

・言葉のチョイスで児童の捉え方が変わる（違う）というのが納得できた。教師が児童にかける言葉掛け一つでよりよい方

向に進んでいくものだと思いました。 

・表現の仕方（指導の際の）を少し変えるだけで、子供からの聞き取りや事実確認がスムーズになるのかもと感じた。 

・児童の学年や成長の違いによって、関わり方を考え、個にあった対応をしていきたいと思った。 

・「自分はどうしてきたかな？」と振り返りながら、他の先生方の生徒指導のポイントなども聞けてよかった。 

・つい「どうしたの？」と聞いてしまうのですが、これからは「何があったの？」と事実を聞き出すようにしたいです。 

・低学年では「よい」「悪い」をハッキリさせた方がよい場合が多いが、高学年になるとまず「共感」、そして考えさせるという

手法（流れ）がよいと思う。 

・以前、伝え方を間違えたばっかりに保護者とトラブルになったことがあった。これからは語彙を豊かにし、使う言葉を考え

て伝えていきたい。 

・生徒指導的な研修では、ブロックでの話合いは有効。経験のある先生から話を聞けたり、今不安に思っていることを話

せて答えが見付かったりする機会になり、有効。６月頃にこのような研修があるとよいと思う。 
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【ベテラン教員研修 神栖市立波崎西小学校 校内研修報告書】 

養護教諭 

１ 校内研修の概要 

目 標 
・冬期に流行しやすいノロウイルスを中心とした感染性胃腸炎について理解を深める。 
・感染の拡大や二次感染を防ぐための正しい知識と手順を理解し、処理できるようにする。 
・実技研修を交えながら処理の手順について確認し、いざという時に対応できるスキルを身に付
けられるようにする。 

期 日 令和 5年 12月 11日（月）14：30～15：20 参加者（人数） 講師   市保健師 １名 

教職員  16名（動画視聴 1名） 
 
２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

14:30 

 

 

 

14:32 

 

 

 
 
 

14:39 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:04 

 

 
 

15:12 
 

15:15 

２ 

 

 

 

７ 

 

 

 
 
 
25 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 
 
３ 
 
５ 

１ 研修の内容や進め方の確認 

 ・講師紹介（市保健師） 

 

 

２ 「児童が嘔吐したら！どうする？ノロウイルス（感染性胃腸炎）によ

る嘔吐物処理方法について」 

・感染性胃腸炎について説明 

・嘔吐物処理方法の手順について説明 
 
３ 実技研修 

 ・２班に分かれ、役割分担して実施する 

 

 

   

  

・嘔吐物処理者は若手や中堅の職員をあてる。 

 ・各班役割をローテーションして２～３回実施。 

 ・保健師と養護教諭が班ごとに指導助言を行う。 

 

 

４ まとめ 

 ・研修全般について講師指導 

 ・質疑応答 
 
５ 学校長の話 
 
６ 事後アンケートの実施 

 

 

○ 講師との事前打ち合わせ 

（流れ・内容）を行った。 

・ＰＣ・モニター 

・レジュメ・プレゼン資料 

○ パワーポイントを使用 

し、ポイントを実演しな

がら手順について説明す

る。 

 

 

・処理グッズ一式 

・嘔吐物処理マニュアル 

○ マニュアルを提示し、処

理手順を確認しながら、実

践できるようにする。 

○ 実技終了後、班ごとに話

し合い、課題や感想などを

共有する。 

○ 二次感染の予防につい

て理解を深める。 

 
 
 
 
 

・アンケート用紙 

○ 研修内容を振り返る。 

 
３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○ 実技研修を取り入れたことで、実演しながら処理方法について全員で確認することができた。 
○ 若手職員については、嘔吐物処理を実際に経験したことがない職員もおり、実技研修を通して理解を深

めることができた。 
○ 役割分担をしたことで、担任外の職員の動きや児童への対応など確認することができた。 
○ 実技研修の動画を撮影し、当日参加できなかった職員を対象に、後日、動画を視聴してもらうことで全

職員が研修に参加することができた。 
○ 実技研修を行うことで手順や処理方法など改善点が見つかり、マニュアルを修正することができた。 
○ 養護教諭だけでなく保健師の協力のもと、複数の目で実技の流れを確認しその都度助言できたことで、
手順についてより理解を深めることができた。 

● もう少し早い時期に計画してほしかったとの反省から、次年度は、年度始めや夏期休業中などに校内研
修を計画していきたい。 

● 限られた時間での研修であったため、全員が実技をするための時間は確保できなかった。次年度は、実
技時間の確保のため、もう少し時間を延長したい。 

 

①嘔吐する児童 ②連絡係・その他の児童対応 ③嘔吐物処
理 ④他児童掌握  ⑤協力者 
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【ベテラン教員研修 石岡市立三村小学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 若手教員をファシリテーターとする ICT 校内研修を実施することで、若手教員の資質・能力の育成を図るととも

に、ベテラン教員のICT活用力向上を図る。これらのことを通して、日頃の授業におけるICTの日常的な活用を促進

し、児童の学力の向上を図る。 

期 日 令和５年１０月２３日(月)、令和６年１月１５日(月) 参加者 

（人数） 

本校職員 ９人 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

１４：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：５３ 

 

 

 

 

 

１４：５８ 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

２ 

１ 研修の概要、進め方の説明 

  教務主任より、研修の概要と進め方を説明する。その

際、この研修のねらいも説明し、目的意識を高めて研修が

できるように配慮する。 

 

《研修担当》 

ファシリテーター１人(若手教員)、ICT支援員１人 

 

 

 

 

 

２ ICT ミニ研修「メンチメーター」(ファシリテーターと

ICT支援員) 

 ・メンチメーターの活用について、ファシリテーターから

概要を説明する。その際、授業の中でどのように活用で

きるか説明するため、研修を受ける先生方には児童役に

なってもらう。 

 ・ICT 支援員は、補足の説明をする。その他、操作が困難

な先生方のサポートをする。 

 

３ 「メンチメーター」で意見を集約 

 ・メンチメーターの体験をするために、好きな食べ物やス

ポーツについてメンチメーターを使って集約する。その

際、児童・教員の両方の視点で考えることを事前に説明

する。 

 

４ 振り返り 

 ・本研修の振り返り 

○事前に、教務主任と ICT 支援員で

計画案や事前準備の打合せをす

る。その際、ファリシテーター

(若手)が中心で研修を行うこと、

事前の資料等は ICT 支援員で準備

することなどを決めておく。留意

点として、ファリシテーター(若

手教員)の負担がなく、達成感が

あるようにする。 

○ファリシテーター(若手教員)と

ICT 支援員で綿密な打合せをす

る。 

○配付資料やスライドは、ICT 支援

員や教務主任が準備する。 

○研修を受けている先生方が、より

意欲的に参加できるように、適宜

補足の説明をする。 

○児童の視点で考えることで、児童

にとってどのような効果があるか

考える場を設ける。また、指導者

の視点で考えることで、どのよう

な点を配慮するのか考える場にも

する。 

 

○ファリシテーターが本研修のポイ

ントの説明・確認を行い、授業で

も活用できるよう要点を再度伝え

る。 

○良い点や改善点について意見を発

表し合い、全体で共有する。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○若手教員は、「先生の役に立てた」という実感をもつことで、若手教員自身が自信をもてるようになった。

また、若手教員が研修を企画することを通して、事前に自己研鑽することで ICT活用の理解が深まり、授

業での積極的な活用につながるとともに、児童の学習意欲が向上した。 

●若手教員が研修を企画することにより、研修の準備の時間等による業務負担が一時的に多くなった。その

ために、教務主任がフォローに入り、随時対応した。今後は、ICT支援員の活用をさらに促進し、負担なく

若手教員による研修の企画ができるよう、校内体制の整備をしていきたい。 
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【ベテラン教員研修 つくば市立みどりの学園義務教育学校 校内研修報告書】 

１ 校内研修の概要 

目 標  不登校が多い実態を踏まえ、来年度の学校分離に向けて学園生の心理的安定を図る。 

 

期 日 令和 5年 11月 27日（月） 参加者 

（人数） 

職員（約 80名） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

 

 

 

 

 

 

１５時３０分 

 

 

 

 

 

 

 

１５時３５分 

 

 

 

１５時４５分 

 

 

 

１６時０５分 

 

 

１６時０８分 

 

１６時１８分 

 

１６時２０分 

 

 

 

１６時２５分 

 

 

  

 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

２０分 

 

 

 

３分 

 

 

１０分 

 

２分 

 

５分 

 

 

 

５分 

ファシリテーター2人 サポーター4人  

事前準備①今回の研修の目的と準備物の分担決め 

    ②準備物作成（カード、ワークシート） 

    ③リハーサル 

    ④Teamsで持ち物とグループ編成を知らせる 

 

1 イントロダクション（テーマ、ねらいの説明） 

・本校の不登校の実態 

・話合い「分離に向けての学園生の心理的な課題」 

 →さみしい 不安 … 

 →その対策のための提案（パワポ） 

 

 

 

２ 演習１ ５分バージョン アイスブレイク 

 ・ルーレットトーキング 

 ・わたしはだあれ 

 

３ 演習２ 学活バージョン 

・みどりの学園マンション（４年生以上） 

・みどりのタウン（１～３年生） 

 

４ 振り返り(グループ) 

 →演習を振り返って不安が減るのではないか… 

 

５ ＳＣの講話～守屋先生～ 

 

６ まとめ 

 

７ その他 

「読み書き」について 

 ・トレーニング 

 ・（受検上の配慮について）    

８ 感想発表  

 

 

 

 

 

 

グループ作成  資料（Canva） 

不登校資料準備 

（不登校 不登校予備の数） 

・顔を見たことがあっても、普段話

さない人とは話しにくいことを実感

させる。 

ビックパッド 

（パワポ） 

・動物食べ物乗り物カード 

・ルーレットトーキング（ＰＣ） 

 

 

・マンションワークシート20セット 

・お店はどこワークシート20セット 

 

 

 

 

 

・子どもの不安、エネルギー、不登

校について 

 

 

・１月から実施することを伝える 

・説明資料（パワポ） 

 

 

・forms 
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３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

 

 登校予備群の学園生に居場所をつくるために、今回の提案以外にあなたが思いついたアイデアを教えてく 

《研修の様子》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 学校全体の取組につなげることができた。 

〇 本校は、職員数が１００人を超える。そのため、教員同士のコミュニケーションをとる時間が十分とれ

ていなかったようで、話せたこと自体で喜ばれた。 

○普段は全く話す機会がない先生方と意図的に 4人グループを作ることで、子供たちがどんな気持ちで新し

いクラスに溶け込んで行くのか、どんな機会があったら初めての友達と話しやすいのかを身をもって感じた

という先生方が多かった。 

〇 アンケートから、先生方は実践したいと思っている気持ちがあっても、取り組めない事情があるような

ので、学校全体の取組のための研修にしてよかった。 

〇 若手の先生方と取り組んだことで、話し合いを通して研修の意図を伝えたり、任せることでそれぞれの

先生の良さを発揮できる場面を作ったりすることができた。研修に参加した方も、若手の先生が頑張ってい

る姿を見て、より参加しやすくなったようだった。 

〇 体験型の研修にしたり、リズムを大切にしたりしたこともあり、感想に「楽しかった」「リフレッシュで

きた」というコメントがあり、楽しんで参加してもらえた。 

● 計画が時間的にギリギリになってしまい、若手の先生方に負担をかけてしまった。 

● 先生方の意欲を継続させるための、今後の取組が必要だと感じた。 

緊張した雰囲気も話し合う中で、だんだ
んほぐれてきたようです。エンカウンタ
ーを経験されていない講師の先生方も多
く、楽しんでいました。 

司会やグループワークの説明では、若手
教員の先生方に協力を依頼しました。事
前にリハーサルも行い、不安なところは
若手同士で練習し合う様子も見られまし
た。 

演習だけでなく、スクールカウンセラ
ーの先生にも専門的な意見を聞き、グル
ープワークが子供たちのストレス緩和に
なることをお話しいただきました。 
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【ベテラン教員研修 結城市立城南小学校 校内研修報告書】 
１ 校内研修の概要 

目 標 ・自己肯定感を高めるためのワークを行い、教職員が児童を肯定的に認めたり、児童の自己肯定感を高めたりする

ための教職員のスキルの向上に努める。 

・保護者との適切な関わり方について考え、保護者との信頼関係づくり、信頼される学校づくりに努めることがで

きる。 

期 日 ・１１月２０日・１２月１１日 参加者 

（人数） 

本校職員（４６名） 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

１１月２０日 

１６：００ 

１６：０５ 

 

 

 

 

１６：１５ 

 

 

 

１６：２５ 

 

 

５ 

 

１０ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

５ 

 

 

１ 職員研修① 自己肯定感の育成 

(1) 自己肯定感とは（定義） 

(2) 自己肯定感を高めるワーク「リフレーミング」 

   ①自分の欠点、短所を

書き出す。それを、

グループで回し、別

の見方で肯定的に書

き直す。 

②学年でグループを作          

り、学年の児童を想

定し、同じように欠

点、短所を書き出し、肯定的な見方 

に書き直す。 

(3) 振り返り 

 

 

・研修を進めるためのワークシート

を準備する。 

・若手教員にモデリング（グッドモ

デル）を行ってもらい、欠点、短

所を別の見方に変える具体例を挙

げ、考えやすくする。 

 

・学年で、意見を交換しやすいよう

にグループを編成する。 

 

 

・振り返りを記入、回収し、意見を

今後に生かす。 

１２月１１日 

１６：００ 

 

１６：１０ 

 

１６：１５ 

 

 

 

 

 

１６：２０ 

 

 １０ 

 

  ５ 

   

１０ 

 

 

 

 

 

  ５ 

２ 職員研修② 保護者との信頼作り 

(1) 保護者と担任の面談の動   

画（バッドモデル）の視聴 

(2) 担任と保護者の気持ちを 

考える。（ワークシート） 

(3) 保護者の信頼を得るため 

の面談のポイントを話し合   

う。 

  ・個人 → グループ → 

全体で共有 

 

 

(4) 振り返り 

 

・研修を進めるためのワークシート

を準備する。 

・事前に保護者、担任役に分かれた

保護者との面談の様子を動画にと

っておく。若手教員に協力しても

らい、面談のバッドモデルを作成

する。 

（研修センターHP「保護者との信頼

関係づくりスキル」より） 

・個人→グループ→全体で考えるこ

とで意見を共有できるようにす

る。 

・振り返りを記入、回収し、意見を

今後に生かす。 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 
〇職員全体で研修を行い、若手教員とベテラン教員と意見を交換し合うことで、考えの広がりや、若手教員の自信につながった

と考える。 

〇研修①では、職員の振り返りから「すべての児童がプラス面になることを忘れずに関わっていきたい」「注意よりほめる、前向

きに声をかけることをしていきたい」などと、児童を肯定的にみていこうという意見が多くあった。 

〇研修②では、職員の振り返りから「保護者との関わり方を考えるよい機会になった」「保護者の気持ちを考えながら、一緒に児

童のことを考えていく姿勢が大切だとわかった」など、よくある事例と捉え、自分だったらどうするかを考えることができ、

今後に生かせる話合いができた。 

●短時間で行ったため、話合いや模擬等を行う時間が不十分であった。 

●若手教員が多い現状を考え、教員の資質・能力の向上につながる具体的な研修を今後も続けていきたいと考える。 
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【ベテラン教員研修 潮来市立潮来第一中学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 ・思考ツール・ラーニングスキル表の活用を通して、各教科における思考力・判断力・表現力等

の育成を図る。 

・潮来一中授業スタイルの推進を図る。 

期 日 １月22日(月) 職員研修 参加者 

（人数） 

１６名 

授業者・管理職 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

 

 

 

15:35 

 

 

15:45 

 

 

15:50 

 

 

 

16:00 

 

 

16:05 

 

 

16:10 

 

 

16:15 

 

 

 

 

10 

 

 

５ 

 

 

 10 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

５ 

※研修時間確保のため、事前に iPad クラスルーム

にデータを配信して、周知を図る。   

 

・思考力・判断力・表現力を育むことに関する資

料、評価に関する資料の提示【全体】 

  

・授業改善に向けて(課題)【学年部でのｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰ

ｸ】 

 

 

・授業者、生徒の実態調査（２学期始、２学期末）

の変容の確認    【ﾊ゚ ｿーﾅﾙﾜ ｸー・ｸ゙ ﾙー ﾌ ﾜ゚ ｸー】 

・生徒の変容確認(評価)【ﾊ゚ ｰｿﾅﾙﾜ ｸー・ｸ゙ ﾙ ﾌー ﾜ゚ ｸー】 

 

・学年部・教科グループ毎に、実態調査アンケート 

評価に関する生徒の変容を共有 【ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾜー ｸ】 

 

・思考ツール、ラーニングスキル表の修正、成果・

課題の確認          【ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾜー ｸ】 

 

・今後のラーニングスキル表・思考ツールの活用に

ついて 

 

・研修の振り返り 

・助言指導            【管理職】 

・パワーポイント 

※文科省・国研資料 

 

・iPad 

・10月配付済 ﾗー ﾆﾝｸ゙ ｽｷﾙ表 

(授業者用・生徒用) 

・10月配付済 思考ツール 

・ワークシートや学習ノー

ト、端末内にある思考力・

判断力・表現力の評価に関

する資料 

 

 

 

・iPad提出箱 

 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○令和５年度学校改善プランにおける取組、令和５年度教育課題に対応するためのリーダー養成研修の内容

を踏まえた研修内容を職員全体に周知と共有し、取組に対する具体的な提示や支援を実践できたことで、

チーム及び組織に対して効果的な研修となった。 

○教育目標やグランドデザインを職員全体で再認識することで、年度末や次年度に向けて、見通しをもち、

取り組む機会を設定することができた。 

●今後、本研修内容を継続していく中で、生徒・教師の変容を把握し、より効果的な研修方法や手立てを立

案していく必要がある。 

●管理職からの助言・指導を基に、今後も見方や捉え方を確認しながら、キャリアステージや教職経験年数

を踏まえ、多面的・多角的な視点から学校運営や校内外の研修に主体的に取り組んでいく必要がある。 
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【ベテラン教員研修 神栖市立神栖第四中学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 
校内生徒指導体制の見直し 

各学年の生徒指導対応力（組織力）向上 

期 日 令和５年 11月２日（木） 参加者 

（人数） 

教員３１名 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

１５：５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５：５３ 

 

 

 

 

１６：０３ 

 

 

 

１６：１８ 

 

 

 

 

 

１６：２３ 

０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

０５ 

１．研修内容説明 

 事例をもとに、組織としての対応手順を検討する 

 
 

２．グループ協議 

 グループで話合いながら、手立てが書かれた札の

並べ替えを行う 

 グループごとに並べた順番の根拠を明確にする 

 

３．全体協議 

 グループ協議内容の発表 

 各グループ考察の摺り合せ 

 

４．まとめ 

 問題発生時の組織としての対応手順を参加者全員

で確認する。 

※状況に応じて手順が変わること（緊急性）の共

通理解 

 

終了 

 

・事例に対する手立てを検討するわ

けではないことを説明する。 

（事例に合った組織としての対応手

順を検討する。） 

・手立てを書いた札を各グループ分

準備する。札の並び替えで手立ての

順番を示す。 

 

・グループ分けは経験年数ごとに分

ける。 

・学年主任のグループをつくる。 

 

 

 

・１グループ３分程度 

 

 

 

・組織で解決するための手立てを重

要視する。 

・経験の浅い職員が個人で判断する

ことがないよう全体の場で確認をす

る。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○それぞれの職員が、「本校における問題行動発生時の対応手順（組織力向上目的を兼ねた手順）」について

要点を整理することができた。 

○学年主任においては、生徒指導主事との連携、管理職への報告とその後の対応について、考えをすり合わ

せることができた。 

○問題発生時に管理職の指示を待つのではなく、各学年で解決に向けて考え、意向をまとめることの重要性

について確認することができた。 

●問題行動の内容（重大性）によって臨機応変に対応手順を変える必要があるが、パターン化して捉えてい

る若手教員がいた。問題行動発生時に若手教員を巻き込みながら、実戦経験を通して伝えるべき事が多くあ

る。 

●学年主任、中堅教員と若手教員の価値観・判断力の差を埋める必要がある。学年主任を中心とした職員間

の生徒指導に関するコミュニケーションの機会を増やす努力が必要となる。 

 



15 

 

 

【ベテラン教員研修 つくば市立高山中学校 校内研修報告書】 
１ 校内研修の概要 

目 標 ・「サークル対話」を全職員で経験し、今後の学級経営に生かす。 

・全職員の考える「高山中で育てたい生徒像」を共有することで教育課題を明確化し、来年度の学校運営検討に全

職員で同じ方向を向いて取り組めるようにする。 

 

期 日 １２月１２日（火） 参加者 

（人数） 

教職員（24人） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

１５：３０ 

 

 

 

１５：３３ 

 

 

１５：４０ 

 

 

 

１５：４３ 

 

 

 

 

１５：５０ 

 

 

 

１６：０５ 

 

１６：１０ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

７ 

 

 

３ 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

５ 

 

５ 

１ アイスブレイク① 

  事前に配付したカードが同じ人とグループ

を組むようにするアイスブレイクを実施 

 

２ アイスブレイク② 

 『私、実は・・・・なんです。』 

 

３ サークル対話についての確認 

 ・本校の実態 

 ・サークル対話の意義 

 

４ サークル対話① 

 A:教員になった理由、きっかけ 

B:印象的な恩師 

C:教員になってよかったと思った瞬間 

 

５ サークル対話② 

・高山中でどんな生徒を育てたいのか。 

・高山中で何をしたいのか。何ができるのか。 

 

６ 全体での共有 

 

７ まとめ、振り返り 

・アイスブレイク（カードの絵合わせ）を活用し

て、同学年、同教科等、普段から話し合ってい

る人同士でグループを組まないようにする。 

 

・聞き手が肯定的なリアクションを心がけること

で和やかな雰囲気で話せるようにする。 

 

・前回の職員研修で行った全国学力・学習状況調

査の生徒質問紙の検証結果から、本校の実態を

再確認する。また、サークル対話の定義や意義

についても全職員で確認する。 

・３つの議題の中から話しやすい１つを選んで話

をするようにすることで、サークル内での対話

が進みやすいようにする。 

・対話が進み、話しやすい雰囲気になったところ

で、本日の主テーマである「高山中で育てたい

生徒像」に迫ることで、一人一人の思いを全員

で共有できるようにする。 

・話合いで出てきたことをメモに残してもらい、

来年度のグランドデザインに生かせるようにす

る。 

・各グループで出てきた意見を発表し合い、全体

で共有する。 

・今後、サークル対話を学級活動等で活用してい

くように確認する。 

・学校運営検討会議では、今日の意見を大切に来

年度の教育活動について話し合っていくことを

確認する。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇サークル対話を全職員で実際に経験することで、各学級や部活動などに活用することができた。 

〇職員で和やかな雰囲気の中、本校の課題解決に向けてどのような生徒を育てていくかについて有意義な話

合いをすることができた。 

〇来年度に向けた学校運営検討会議の第１回目として企画し、実施した。全職員で本校の課題や育てたい生

徒像を共有したことが、その後の学校運営検討会議の活発な話合いに有効であった。 

●教職員が困難を感じていることに寄り添い、今後も計画的に職員研修を計画、実施していく必要がある。 
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【ベテラン教員研修 古河市立総和中学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 ・教職員が普段困っていることを共有し、それに対する手立てや対応策について互いに考えることによって、生徒

との関わり方や授業等について、安心感をもって指導にあたることができる。 

・教職員間のコミュニケーションを図ることを通して、相互理解を促進し一層の協力体制の強化を図る。 

期 日 令和６年１月23日（火）15：00～15：40 参加者 

（人数） 

教職員（32人） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

15：00 

 

15：01 

 

 

 

 

15：03 

15：05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：18 

 

15：20 

15：23 

 

 

 

 

15：28 

15：33 

 

 

15：35 

15：40 

1 

 

2 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

5 

 

 

 

 

5 

2 

 

 

5 

１ 研修のねらいと流れの説明 

 

２ アイスブレイク 

「相手を褒めよう」（1人15秒） 

【ペア】 

 

３ グループ協議（15分） 

(1) 個人の悩み（課題）を付箋に記入し、出し合う。 

(2) (1)で出されたものの中から、テーマとなるものをグ

ループで１つ決める。 

(3) (2)について、グループ全員でその対応策や手立てを考

え、ワークシートに記入する。（個人） 

(4) 司会を中心に、一人ずつ自分の考えを発表し、意見交

換をする。 

 

 

 

(5) 対応策について、グループで意見をまとめる。 

 

４ ２つのグループで共有（５分×２＝10分） 

(1) グループごとに発表する。 

(2) 発表後、感想や自分で考えられる手立てを伝え合う。 

(3) 役割を交代する。 

 

 

 

５ リフレクション 

(1) グループ間で感想を伝え合う。 

(2) 研修のねらいを確認する。 

 

 

(3) 事後アンケートを行う。 

  

・座席は、学年や経験年数が異なる

よう事前に決めておく。 

 

・この後行うグループ協議に向け

て、リラックスできる雰囲気づく

りに努める。 

 

・残り時間をタイマーで表示する。 

・(2)～(5)について、司会を中心に

グループごとに進めるよう伝え

る。 

 

・グループでの話合いについて簡潔

に伝え、ディスカッションに時間

を使えるようにする。 

・記録係が記入する。 

（グループ記録用紙） 

 

・話し合った内容を簡潔に発表し、

感想等の意見交換に時間をかけら

れるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・この研修のねらいを再度提示し、

アンケート記入に移るようにす

る。 

 

 

・アンケートは、ねらいの達成状況

及び振り返りを記入してもらう。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇「日頃抱えている悩みや課題、疑問等を共有できて気持ちが楽になった」という感想や活発なグループ協

議の様子、アンケート結果から、職員が抱えている悩みや課題を共有し、意見交換ができたことは心理的

安全性の確保にもつながり、大変有意義であったと考える。 

●「理想とすることを述べただけで、現実的にできることは少ないように感じた。」、「もっと時間が欲しかっ

た。色々な意見を聞きたかった。」という感想があった。教職員が、日頃抱えている悩みや課題を伝え合

い、それに対する具体的な手立て等を話し合う必要性を感じた。今回の研修を契機とし、研修内容やタイ

ムマネジメントを検討しながら、継続していきたい。 

 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
進
行 
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【ベテラン教員研修 下妻市立千代川中学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 
職員間の日頃のコミュニケーションについて考えることや、コーチングのスキルを紹介することを通して、今後の

職場における良好な人間関係を築いたり、教員と生徒間での教育活動に活かしたりすることができる。 

期 日 令和６年１月 29日（月） 参加者 

（人数） 

教職員（22名） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

15：50 

 

 15：55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 16：15 

 

 

 

 

 

 

 

16：30 

5 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研修の趣旨、進め方の確認 

 

２ 事例研修会 

（１）ねらいを確認する。 

（２）ロールプレイを見て、伝え方と受け答え方についてチー

ムごとに話し合う。 

  【事例１】学年主任と教諭Ｘ(担任)とのやりとりの場面 

  【事例２】体育主任と教諭Ｚ(体育部員)とのやりとりの場面 

  ・主任の気持ち：ヤングチーム（30代前半まで） 

・教諭Ｘの気持ち：ベテランチーム（30代後半から） 

（３）話し合ったことを発表し、共有する。 

 

３ まとめ 

コーチングの代表的なスキル「サンドイッチで叱る」を紹

介する。（NTS オンライン講座「コーチングのスキルの活用

Ⅰ」） 

 ①感謝の承認 ②行動の変革の指導 ③期待の承認 

 

４ 教頭先生の話（体験談） 

 

５ 校長先生の話（感想） 

 

６ 振り返り 

○研修前にタブレット端末を用意し

てもらう。 

○ベテラン受講者２名で、「学年主

任」と「教諭Ｘ（担任）」を演じ

る。 

○主任側の気持ちを若手教員が考

え、教諭側の気持ちをベテラン以

上の教員が考えるようにする。 

○主任と教諭は、それぞれどのよう

な言葉かけや受け答えをすれば、

お互いに気持ちよくスムーズにや

りとりができるかをチームごとに

考える。 

○あらかじめ、指名する職員を決め

ておく。 

○注意する場合のグッドモデルを

「例題」として紹介する。 

 

○教頭先生に、体験談を話してもら

えるように依頼しておく。 

 

 

○ロイロノートのアンケート機能を

活用し、アンケートを記入する。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○ 振り返りアンケートでは、「今回の研修の内容を、今後、活かしたいと思いますか」の問いに、回答者全

員から「とても、そう思う」の回答を得た。また、「よりよい人間関係を職場の教員間や生徒との関係に生

かしていきたい」等の自由記述が多く見られた。良好な人間関係づくりをするために、参加職員一人一人

が、今後の自身のコミュニケーションについて考え、実行していきたいと考える研修になった。 

○ 若手教員もベテラン教員も、自分とは異なる立場に対する期待や希望等の発表であった。相手の立場に

ついて振り返っていた参加教員も多く、今回の研修は、伝え方や受け答え方にスキルがあることを伝える

ことができた。さらに、相手を思いやることの大切さを改めて実感することができた。 

● 日頃、職場の人間関係で悩むことが「時々ある」という教員が多いことが分かった。今後も、ベテラン

や中堅・若手等の立場を互いに考え、共感し合うことのできる研修等を実施していくことで、悩みの解消

に繋げていきたい。さらに、働きがいを感じられる職場環境づくりを追究していきたい。 

 

 

 

 



18 

 

 

【ベテラン教員研修 県立友部高等学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 ・「学校における働き方改革」の意識を高める。 

・困っていたり手放したりしたい業務等を洗い出し、意見交換することで、業務改善を行うためのきっかけを作

る。 

・よりよい働き方をするために、次年度に向けて組織または個人の具体的目標を立てることができる。 

期 日 令和５年 12月 26日（火） 参加者 

（人数） 
職員全員（１６名） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

１０：００ 

 

 

１０：１０ 

 

 

１０：１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０：５５ 

10分 

 

 

５分 

 

 

 

 

5分 

8分 

７分 

 

15分 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

Google forms を使って各自ワーク・ライフ・バランス度をチ

ェックしてもらい、全体で結果を共有する。 

 

働き方改革についての概要説明 

研修の目的と目標の確認 

 

グループ協議 

「業務をスッキリ見直すためのワーク」 （ＫＪ法） 

➀ 各自の困りごと等について一項目一付せんに書き出す。 

② 同じカテゴリーのものをグループ化する。 

③ 見直したい業務について話し合い、改善策を付せんに書

き、付け加える。 

④ グループで話し合った内容を全体で発表する。 

⑤ 次年度へ向けて自分ができること（目標）を付せんに書

き出し、グループ内で発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ・今回の研修についてのアンケート 

・電子黒板 

・Google formsでのアンケート 

 

・スライド 

 

 

・模造紙 ・付せん ・ペン 

・マグネット 

 

※管理職の先生方が別々のグループ

に配置されるようグループ編成をす

る。 

※付せんに書き出す内容は、どんな

小さな困りごとでも構わないことを

伝える。 

※目標を書いた付せんは身近なとこ

ろに貼り、達成したらはがすように

伝える。 

※研修終了後は、アンケート結果や

グループでまとめた模造紙の画像を

ドライブ上に載せ、全体で共有でき

るようにする。 

 

 

 

・Google formsでのアンケート 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇研修後のアンケートで、「先生方と働き方のお話を普段することができないので今回の研修が良い機会とな

った」「日頃思っていることを言葉にできて良かった」「みなさんが似たようなことを感じていることが分か

って安心した」「普段自分が抱えている困り感を共有でき、少し肩の力を抜くことができた」等の感想をいた

だき、この研修が自分の業務を振り返り、日頃感じていることや課題を可視化し共有できる有意義な意見交

換の場になった。 

〇働き方改革に対する職員の意識を高め、次年度に向けて個人の具体的目標を立てることができた。 

●今回の研修は業務改善を行うためのきっかけ作りにとどまっているので、問題点に関して今後組織として

どのように改善を進めていくかが課題である。 
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【ベテラン教員研修 県立鹿島高等学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 

教職員のメンタルヘルスに関する校内研修 

【テーマを選定した目的】 

 教員が元気じゃなければ、楽しそうじゃなければ生徒は当然元気に学校生活なんか送れない！だからこそ教員の

体のケアは大切！見た目が元気でも心がつかれていれば体の不調に現れる！ 

 教員のメンタルヘルスに影響を与える要因のひとつとして考えられる対人関係に焦点を当て、改めてコミュニケ

ーションの手法とその重要性を全教員で確認し、実践する。 

期 日 令和５年 11月 29日（水）14:00～15:00 講義室A 参加者 

（人数） 

 44人 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

14：00 

 

 

 

 

 

 

14：02 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 48 

 

 

【導入】 

  職員のメンタルに支障をきたす、またはストレスがかかる理由

のひとつとして、職場における（対同僚、生徒、保護者）コミ

ュニケーションの欠如が挙げられる。コミュニケーションを円

滑に進める術を改めて考え、見直し、実践することで自身のメ

ンタルヘルスの向上に努める。 

 

【講義・演習】 

 講義「言葉の力とコミュニケーション」 

 ○言霊と脳の関係 

   自分の発する言葉が自信の脳に影響を及ぼし、やがて自分の

体調までも左右することを理解する。 

 ○生活とことば 

   自分が普段使っている言葉が相手及び自身に与える影響を考

える。 

 ○ストレスのないコミュニケーションを目指して 

「自分を理解してもらうためにまず相手のことを理解する」 

 ＜ロールプレイ＞  

  A さんと B さんとで営業側、消費者側に役割を分け、与えられ

た設定で交渉を行う。 

 ⇒ A と B とでは求めるものと売りたいものが異なり、話が  

噛み合わず、交渉は成立しない。 

 ⇒ 相手に買ってもらうためには、相手の状況を理解した上で説

明できなければ買ってもらえない。 

 ⇒ 自分の言いたいことを理解させる前に相手を理解する必要が

あるということを確認する。 

  

 ＜意見交換＞ 

   これまでの人との会話の中で、腹が立った、または話す気を

失った相手の言動等をjamboardに貼り付け、画面共有する。 

 ⇒ jamboard に掲載されたそれぞれの言動に共通するマイナス要

因をまとめる。 

 ⇒ 言動において共通するマイナス要因 

  ○ そもそも聞いていない 

  ○ 途中で言い返す 

  ○ 自分のことしか話さない（自己中心的である） 

  ○ 相手の話の内容にすぐに評価を下す。 

  実際にボールを使用してキャッチボールをしながら上記の悪い

聞き方、話し方を実演する。 

 

 ⇒人との会話で大切なことは 

 ○ 相手の目を見て聴く。 

 ○ 相手の話を最後まで聴く。 

 ○ YES,but 

 

司会   

説明   

準備   

説明   

 

 

 

 

パワーポイントによる講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Aさん用プリント＞ 

 なるべく安いファミリーカ

ーがほしい設定 

＜Bさん用プリント＞ 

 新型のスポーツカーの販売

促進を上から指示されている

設定 

※お互いのプリントは絶対に

見せ合わないこと 

 

jamboardに入力 

 あくまで物の言い方や態度

といったその言動であり、対

個人の文句ではないことに注

意する。 

 

 

 

 

決して相手に迎合することを

推奨しているのではないとい

うことに注意。 

 

相手と異なる意見を持ったと

してもその伝え方に注意する

ことが必要である。 
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14：50 

 

【まとめ】 

 相手の話をきちんと聴くこと、話し方にほんの少し注意するとい

う簡単だが難しいことを常日頃意識するだけで、コミュニケーショ

ンの質は向上する。お互いがストレスを感じない、与えない会話を

心がけ、気持ちの良い職場を作っていきたい。 

 

【アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

googleformを利用 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○ 参加職員全体が、内容に興味を持って熱心に聞いてくださった。ロールプレイやその他の演習なども積

極的に行ってくださり、とても充実した研修になったと感じる。話し方や言葉の選び方で、場の雰囲気が変

わるということを再確認することができた。 

● 職員全体で「居心地の良い環境をつくろう」という意識を持つことが大切である。気持ちの良い挨拶、

声掛け、会話など、一人ひとりが気を付けることにより職場の雰囲気を明るく変えることができる。皆で協

力し、職場の雰囲気をより居心地の良いものにしていきたい。 

【アンケート結果】 

・日頃の言動が良くも悪くも様々な影響を与えるのだなと改めて感じました。 

・お話が非常に面白く、また改めてコミュニケーションの取り方について考えさせられました。 

・言霊は脳にも関係していたことを初めて知りました。とてもわかりやすく楽しい講義でした。生徒との距

離感など、難しい教育現場ですが、実践していきたいと思います。 

・知らぬ間に相手を不快にさせる言葉を使っているなと思い知らされました。大変ためになりました。科学

的な見地からの言霊の力や悪口を言うときの脳のメカニズムのお話も興味深かったです。 

・車の営業のロールプレイから、相手の要望を理解していないと車を売る（自分の目的を達成する）という

ことはできないな、と感じました。保護者や生徒の考えや要望を理解した上で、こちらからのお願いなどを

しなければならないなと、強く思いました。 

・自分の言動が自分に返ってくるというのは身に染みてわかりました。最後まで相手の話を聴くことや相手

の意見を受け止めることは当たり前ですがなかなか完璧にはできない難しいことだと思います。それができ

るように努力していきたいです。 

・普段の職場での生徒や職員、保護者などとの対応の中で、考えさせられる研修になりました。教師として

の毎日の余裕のなさからしてしまうことも多く感じました。今後の行動に活かしたいです。 

・研修お疲れ様でした。飯塚先生のトーク面白かったです。ジャムボードを使用して作業をしながら受ける

のも良かったです。自分も人をムカつかせることが多々あるので、反省しました。授業でもやはり作業や意

見共有でタブレットを使用すべきだと思いました。 

 

【研修の様子】 

講義 

 

ロールプレイ 

 

ロールプレイ 

 
意見交換 

 

Jamboardによる共有 

 

話し方の実演 
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【ベテラン教員研修 県立取手松陽高等学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 令和５年度ベテラン教員研修講座「教職員の信用失墜行為の事例」での受講内容と、自分の専門

である美術科目をカスタマイズすることで、美術の知識を得ながらコンプライアンスの意識を高

める。 

期 日 令和５年 11月 30日（木） 

13：30～14：30 

参加者 

（人数） 

教職員 40 人 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時

間（分） 

研 修 内 容 準備物・留意点など 

13：30 

 

13：33 

 

 

13：53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14：20 

３ 

 

20 

 

 

27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

研修の趣旨について説明する。 

 

自己紹介（これまで赴任した勤務校での活動、学

び、反省等） 

 

地方公務員としての服務義務等について、ベテラン

教員研修講座の講義内容を伝達するとともに、著名

芸術家３名（ラファエロ・カラヴァッチオ・ピカ

ソ）の信用失墜行為を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの記入（感想・意見等）をする。 

【準備物】 

パワーポイント資料 

プロジェクター、スクリーン 

アンケート 

 

参加した教職員全員が知って

いるような芸術家とその作品

を取り上げ、興味を持って研

修を受けてもらえるよう配慮

する。 

また、研修中も、「ピカソはこ

こでどんな言葉を相手に投げ

かけたのか？」など、芸術家

たちの信用失墜行為にあたる

言動は何かを参加者に考えて

もらい、発表してもらう機会

を設ける。 

 

本研修のみでは伝えきれなか

った内容については、配付資

料（令和５年度ベテラン教員

研修講座「教職員の信用失墜

行為の事例」：茨城県教育委員

会）を参考にしてもらうよう

伝える。 

 

アンケートの記入内容を集約

し、本研修の成果と課題につ

いて考える。 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○美術の知識を切り口に、教職員にコンプライアンス意識が高まるよう発信することができた。アンケート

の記載内容からも、参加者の多くが本研修を好意的に受け止めてくれ、他教科教員から、自分の授業でも使

える内容があったという意見も聞くことができた。 

○自身のさらなる研鑽の機会へと繋げることができた。 

●（懸念はしていたが）美術の内容に偏りが出てしまい、テーマとの関連性が薄くなってしまった。テーマ

に関しては、本研修だけでは全教職員に十分な情報提供や伝達は行えなかった。生徒や保護者は、教職員よ

りも学校の不祥事等に敏感な傾向がある。コンプライアンスの知識や情報は自分の身を守るためにも必要な

ものであること、そして、非常に身近な問題であることを意識し続けていきたい。 
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【ベテラン教員研修 県立友部東特別支援学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 
教育における多職種連携の在り方について、また、多職種連携の具体的な事例を通して、様々な

課題を抱える病弱児への支援について考えることができる。 

期 日 令和５年 12月６日（水）～ 12月 22日（金） 

※オンデマンド研修 

参加者 

（人数） 

全教職員（41人） 

 

２ 校内研修運営の概要 

期 日 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

11月末 

 

 

 

12月６日～ 

12月22日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月初旬 
 

 

２ 

 

 

 

18 
(動画) 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
(アンケート) 

 

 

 

 

 

 

５ 

 
 

１ 本研修の趣旨を知る。 

「多職種連携による病弱児への支援の在り方」 

 

 

２ 研修動画を期間内に、各自で視聴する。 

＜動画内容＞ 

  ①多職種連携の基本的な考え方 

（中教審答申より） 

 ②多職種連携の視点と課題 

   （論文より） 

  ③筑波大学附属病院訪問学級での多職種連

携の事例について 

 

 

３ 本研修についてのアンケートに Google 

Formsで回答する。 

 

 

 

 

 

４ 共有されたアンケート結果を読み、多職種

連携による支援についての理解を深める。 

○本研修の趣旨、研修の内容や方

法を classroom に載せ、周知す

る。 

 

○パワーポイントスライドに音声

を録音したものを研修動画とし

て共有ドライブにアップロード

する。 

  

 

 

 

 

 

○本研修動画の意見・感想等を記

入してもらう。多職種連携で課

題と感じていることや成果があ

ったこと等の事例等も記入して

もらうようにする。（Google 

Forms） 

 

○アンケート結果を classroom に

て報告する。 
 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

○オンデマンド研修としたことで、それぞれの都合の良い時間で効率的に研修を行うことができた。 

○アンケート結果からも分かるように、多職種連携の基本的な考えとなる、中教審答申「チームとしての学

校の在り方と今後の改善方策について」多くの先生が知ることができた。また、筑波大学附属病院訪問学

級の多職種連携の事例を通して、訪問学級の現状を知るとともに、先生方の実践と関連付け、連携の良か

った点や課題を改めて考えることができた。 

○研修動画視聴後、Google Formsでアンケートをとり、集約したものを classroomでお知らせし、いろいろな

先生の考えや実践に触れて、さらに研修を深めることができた。 

●本研修は全教職員を対象とし、classroom や職員集会、各学部会等で研修の周知を行ったが、アンケートの

回答は 32 人であった。また、オンデマンドやアンケート機能を使った研修は、便利であるが、職員間で話

し合ったり、協議したりすることはないので、職員が参加しやすかったり、意見を出しやすかったりする

研修のもち方の検討の余地があったかもしれない。 
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【研修資料  動画スライド】 
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【ベテラン教員研修 県立石岡特別支援学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 

・ベテラン教員として、若手教員への指導・助言ができるような資質・能力の向上を図る。（ベテ

ラン教員） 

・「よりよい人間関係」を築くための「自他尊重の自己表現」であるアサーティブに着目し、保護

者とのかかわり方に生かすことができる。（若手教員） 

期 日 令和５年 12月 25日（月 ） 参加者（人数） 若手研修 12名（３グループ） 

 

２ 校内研修運営の概要 

時 間 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点など 

9:30 

 

9:35 

 

 

 

 

 

 

9:40 

 

 

 

 

9:50 

 

 

 

 

 

10:10 

 

 

10:15 

 

 

 

10:25 

 

５ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

10 

 

 

 

５ 

 

１ 研修の趣旨、本日の流れの確認をする。 

 

２ 簡単な例題に回答し、自分がどのコミュニ

ケーションタイプに近いかを確認する。 

 ①攻撃的タイプ（ドッカン） 

 ②受け身的タイプ（オロロ） 

 ③作為的タイプ（ネッチー） 

 ④アサーティブタイプ 

 

３ アサーティブ・コミュニケーションの説明

を聞く。 

 

 

 

４ グループに分かれて協議をする。 

 ①Ａ先生と保護者との電話でのやりとりを聞

く。 

 ②提示した電話でのやりとりの問題点と改善

点を考える。（個人ワーク→グループワー

ク） 

 ③グループの代表者が発表し、話し合った内

容や気を付けたポイントを共有する。 

 

５ 保護者対応のポイントについてのまとめを

聞く。 

 

 

６ リフレクション 

・事後アンケートを行う（Google forms） 

・ＩＣＴを活用して研修の趣旨・流

れを分かりやすく提示する。 

・チェックシートの設問に答えてタ

イプが確認できるよう、ＱＲコー

ドを用意する。 

 

 

 

 

・３つのタイプとアサーティブな態

度の違いについて説明し、どのよ

うにすればアサーティブに近づけ

るのかについて説明する。 

 

・グループは年次研修者ごととす

る。 

・イメージがわきやすいように、よ

く起きやすいテーマを提示する。 

 

 

・改善するためのよりよい対応につ

いて話し合えるよう、助言する。 

 

・「保護者との関係づくりのためのコ

ミュニケーション能力向上委員

会」で得た研修内容を紹介する。 

 

・アンケート機能を活用し、感想を

記入する。 

 

 

 

 

 



28 

 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇若手教員同士で意見交換をしながら積極的に学び合う良い機会となった。 

〇研修後のアンケートにおいて、今回の研修が「大変参考になった」の回答が 100％であった。また、電話対

応について、「ロールプレイでの電話対応実践が参考になった。」との回答が 76.9％もあるなど、電話への

苦手意識がある若手教員の意識向上や不安軽減につなげることができた。さらに、コミュニケーションの

際に、つい取りがちな態度や言いがちな言葉の傾向を考える良い機会となった。 

〇今回の研修を通して、自分自身があらためて保護者とのかかわり方について見つめ直すことができた。 

○傾聴の姿勢や保護者の気持ちに寄り添う大切さを互いに学び合うことができた。 

●電話でのやりとりに苦手意識をもっていたり、悩んでいたりする教員がおり、どのように対応することが

大切なのか、また、様々な状況に迅速に対応するための心構えを継続的に助言できるようにしていきた

い。 

●ベテラン教員として、日頃から若手教員の思いを把握し、適切なアドバイスをできるようにしていきた

い。 
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資料① 【研修の様子】         資料② 【協議資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のコミュニケーションタイプの確認 

グループ協議でのワークシート① 

（事例：電話でのやりとり内容） 

アサーティブ・コミュニケーションの説明 

グループ協議 

保護者対応のポイント説明 

グループ協議でのワークシート② 

（問題点、改善点の記入） 
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資料③ 【アサーティブ・コミュニケーションの説明スライドの一部抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料④ 【保護者対応のポイントについての説明スライドの一部抜粋】 
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【ベテラン教員研修 日立市立日立特別支援学校 校内研修報告書】 
 

１ 校内研修の概要 

目 標 
〇本校職員が“デジリハ”の使い方が分かる。 

〇本校職員が“デジリハ”を授業の中で活用することができる。 

期 日 ７月 

10月 

 

10月～３月 

参加者 

（人

数） 

授業を担当している本校職員（18人＋15人＋18人）計 51人 

授業担当している本校職員 12人 

日立市小中学校職員 12人 

ICT教育係 

 

２ 校内研修運営の概要 

期 日 所要時間

（分） 
研 修 内 容 準備物・留意点 

７月 21日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

10月～ 

 

 

 

 

 

 

７月～ 

（月 1回） 

 

 

 

10月 4日 

   11日 

   18日 

11月 1日 

    8日 

   15日 

   29日 

12月 13日 

180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 

 

 

 

 

 

50 

 

 

 

 

 

 

各 60 

 

 

 

 

 

 

 

各 60 

研修会① 「“デジリハ”体験」 

担当：ＩＣＴ教育係 

参加者：本校職員（小学部 18人、中学部 15人、高等部 18人）  

ＩＣＴ支援員、株式会社デジリハ担当者 

各センサーのねらい、設置方法、準備、アプリのカスタマイズ方法、片

付け方等を伝え、それを踏まえて授業での活用方法を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会② 「ＩＣＴ（デジリハ）の活用について」 

日立市職員向けに本校のデジリハの使い方、 

授業での活用方法等について説明した。 

 

担当：ＩＣＴ教育係 

対象：本校職員（１年目）、日立市小中学校職員研修希望者 

実践例 対象児童（小学部６年高等部 12 年）、生徒への授業実践。 

 

 

 

 

 

 

対象児童生徒の実態を踏まえ、実施。繰り返しの実践から操作性の向上

を図る。 

研修会③ 株式会社デジリハの方と Zoomでミーティング 

研修に有意義と思われる情報を整理する。 

（活用状況確認、共通理解）担当：ＩＣＴ教育係 

株式会社デジリハ担当者 

研修会④デジリハ ACADEMY （研修期間 3か月：週 1回程度） 

ユーザー同士での学び合い 

担当：ＩＣＴ教育係 

 

内容：入学式、テーマ別課題検討 

実践発表、卒業式  

 

 

ＰＣ 

プロジェクター 

スクリーン 

各センサー 

（１～５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣ 

プロジェクター 

各センサー 

（１～５） 

 

ＰＣ 

各センサー 

（１～５） 

 

 

 

 

ＰＣ 

 

 

 

 

ＰＣ 

プロジェクター 

スクリーン 



32 

 

 

３ 成果と課題（〇成果、●課題） 

〇ＩＣＴ教育係、各学部で研修の機会を設けたことで、「デジリハ」の使い方が分かる人が増えた。

また、身近に、具体的に、短時間で有意義な研修を行うことができた。 

〇師範授業を行うことで、学級担任がＩＣＴ機器の利活用を具体的に見て、感じることができる良い

機会となった。 

〇「デジリハ ACADEMY」に参加することで、他の福祉事業所や医療機関の方、他県の特別支援学校の

方とつながり、情報交換をすることで、各センサーの使い方や活用の仕方について専門性を高める

ことができた。 

〇学校で取り組んできたデジリハの実践を、「デジリハ ACADEMY」で発表する機会を設けたところ、他

の福祉事業所や医療機関の方、他県の特別支援学校の方からアドバイスやコメントをたくさんいた

だき、実践に活用することができた。 

〇私が所属する高等部に関しては、比較的動きやすい現場実習期間やその前後を使って、職員研修や

利活用の場面を多く作ることができた。 

〇時間の経過とともに、「デジリハを使いたい！」と相談件数が増えた。 

〇デジリハのアプリを利用することで、支援の視覚化が図ることができ、生徒の学習意欲の高まりや

職員の言葉かけに変化が見られた。 

〇本校に電子黒板が導入され、「デジリハ」と上手くつながり、活用することができた。 

●小学部と高等部で、学校行事と重なり、師範授業ができないことがあった。今後は計画的に運用し

たい。 

●固定型のセンサーをスムーズに移動できず、うまく活用できないことがあった。リハーサルの必要

がある。 

●より専門性を高めていくために、「デジリハ CADEMY」への研修人数を増やしていきたい。 
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